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日
本
の
進
む
道
研
究
所
会
報

　　
　　令和 3 年
　　9 月 1 日
　　（2021 年）　　　　　　
　　第 43 号

 発行所
日本の進む道研究所 
  〒 105-0013
東京都港区浜松町    
             2-2-15
浜松町ダイヤビル 2F
      電話　
       03-6775-8400

代表の安東幹（あんどうかん）氏と主要著作『日本共産党に強制収容所』日本共産党と関係が深い医

療機関の集団である民医連（全日本民主医療機関連合会）の精神科・神経科などのメンタルセクショ

ンが、日本共産党の強制収容所の役割を果たしている。有名なのは、代々木病院精神科・神経科であ

る。日本共産党を批判する人で、日本共産党関係者など、日本共産党の指示に従えない人が、むりや

代表　安東　幹　について

東京都立西高校卒業
慶應義塾大学通信課程法学部乙類（政治学科）卒業
シティ大学大学院行政学修士在学中（現在学習中断
中）
日本共産党と関係が深い労働争議団の批判、慶應義
塾大学を共産主義者から守る活動、東京都の教育委
員会の傍聴をしながらの教育への提言などに、現在、
集中的に取り組んでいます。
著作

『日本共産党に強制収容所』
『誰も書かなかった中国の人権抑圧』
『「連合」をぶっ潰せ』
電子書籍

『日本共産党の構造と実体』
論文

「私たちが体験した共産党の強制収容所列島（兵本達
吉氏との対談）」 『正論』平成１２年４月号「雑誌『正

目次
安東幹さんとともに、 コロナ危機と戦おう！

東京 ・ 神奈川 ・ 埼玉 ・ 千葉の

           日本共産党組織の委員長

日本共産党中央機関紙 「赤旗日刊紙」 は、 だれが配達しているのでしょ

うか？

日本は、 国際空港 （成田空港、 羽田空港国際線ターミナルなど） ・ 航空

国際線の維持に力を入れるべき

日本共産党に配達証明付き内容証明郵便を送付しました。

やまと新聞を読もう！

日本の進む道研究所は、連絡先を変更しました。
　　　〒 171-0021　東京都豊島区西池袋 5-2-14　
　　　　有山ビル 501　日本の進む道研究所
よろしくお願いします。

パソコン不調で発行遅れて
　　　　　　　　申し訳ありません。
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安
東
幹
さ
ん
と
と
も
に
、

コ
ロ
ナ
危
機
と
戦
お

う
！

 

人
類
の
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
と
の
戦
い
が
続
い
て
い

る
。
戦
い
が
長
期
に
お
よ
び
、
明
る
い
未
来
が
い

つ
来
る
の
か
と
不
安
を
感
じ
る
人
も
出
て
き
た
。

し
か
し
、
安
東
幹
と
、
日
本
の
進
む
道
研
究
所
の

仲
間
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
と
全
力
で
戦
い
続
け

ま
す
。
決
し
て
、
負
け
ま
せ
ん
。
安
東
幹
と
、
日

本
の
進
む
道
研
究
所
は
、
人
類
の
希
望
と
な
っ
て
、

が
ん
ば
り
続
け
ま
す
。
安
東
幹
さ
ん
は
、
人
類
の

救
世
主
に
な
る
べ
く
が
ん
ば
り
ま
す
。
安
東
幹
さ

ん
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
と
戦
お
う
！
君

も
救
世
主
に
な
れ
る
！

　

安
東
幹
さ
ん
は
、
コ
ロ
ナ
危
機
が
始
ま
っ
た
時
、

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
治
療
薬
と
ワ
ク
チ
ン
の
開
発

に
全
力
を
尽
く
す
べ
き
、
治
療
薬
と
ワ
ク
チ
ン
が

開
発
さ
れ
な
け
れ
ば
、
コ
ロ
ナ
危
機
は
解
決
し
な

い
と
訴
え
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
危
機
は
、長
期
に
及
び
、

人
類
の
戦
い
長
期
化
す
る
中
、
日
本
の
進
む
道
研

究
所
の
代
表
、
安
東
幹
さ
ん
の
主
張
の
正
し
さ
が

証
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
、
人
類
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
治
療
薬
と

ワ
ク
チ
ン
開
発
に
、
資
金
を
投
入
し
て
、
コ
ロ
ナ

危
機
の
解
決
に
全
力
を
尽
く
す
べ
き
で
す
。
そ
し

て
、
そ
れ
は
、
一
部
の
政
治
家
や
医
療
関
係
者
だ

け
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
は
な
く
、
世
界
中
の

み
ん
な
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
す
。
誰
に
で
も
、

で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
開
発
に
全
力
を
尽
く
す

べ
き
で
す
。
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
、
既
存
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
性
能
を
は
る
か
に
上
回
る
高
性
能

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
す
。
み
ん
な
でIT

を
学
ぼ
う
、

日
本
人
全
員
でIT

、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
学
ぼ
う
、
人

類
全
員
で
、
パ
ソ
コ
ン
、
Ⅰ
Ｔ
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
を
学
ぼ
う
、
そ
の
よ
う
な
世
の
中
に
み
ん
な
を

変
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
「
フ
レ
ー
！
フ
レ
ー
！
Ⅰ
Ｔ
戦
士
！
」、「
が
ん

ば
っ
て
、
人
類
の
た
め
に
、
Ⅰ
Ｔ
能
力
で
コ
ロ
ナ

治
療
薬
と
ワ
ク
チ
ン
を
開
発
し
て
。
信
じ
て
る
、

あ
な
た
な
ら
き
っ
と
で
き
る
。」、
応
援
す
る
こ
と

は
誰
に
も
で
き
る
。
み
ん
な
で
、
Ⅰ
Ｔ
を
学
ぶ
人
、

Ⅰ
Ｔ
が
得
意
な
人
を
応
援
し
よ
う
。

　

安
東
幹
さ
ん
は
、
Ⅰ
Ｔ
を
学
び
続
け
ま
す
。IT

を
学
ぶ
の
に
若
い
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
く
ら

年
を
取
っ
て
も
、
や
る
気
さ
え
あ
れ
ば
、
超
一
流

の
パ
ソ
コ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
に
な
れ
ま
す
。
い

い
教
材
も
あ
り
ま
す
し
、
す
ば
ら
し
い
学
び
方
も

開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
必
ず
、
人
類
が
コ
ロ
ナ
危

機
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、
治
療
薬
と
ワ
ク
チ
ン

を
開
発
す
る
の
に
貢
献
し
ま
す
。
み
ん
な
も
頑
張

ろ
う
！

　

パ
ソ
コ
ン
で
き
な
い
人
も
、
キ
ー
タ
ッ
チ
が
で

き
な
い
人
も
、
世
の
中
の
風
潮
を
変
え
る
ん
だ
？

オ
タ
ク
と
い
う
こ
と
ば
を
禁
止
だ
！
パ
ソ
コ
ン
に

偏
っ
て
い
る
な
ん
て
こ
と
ば
は
禁
止
だ
！

　

こ
ん
な
こ
と
だ
っ
て
あ
る
か
も
し
れ
な
い
、
世

界
中
の
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
パ
ソ
コ
ン
を
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
げ
て
コ
ロ
ナ
危
機
解
決
策
を
作

成
だ
！

　

外
国
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
必

要
！
語
学
学
習
が
ん
ば
ろ
う
！
誰
で
も
で
き
る
！

意
志
さ
え
あ
れ
ば
！

　

さ
あ
、
み
ん
な
で
、
安
東
幹
さ
ん
と
と
も
に
、

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
と
戦
お
う
！

　

日
本
の
進
む
道
研
究
所　

代
表　

安
東　

幹
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東
京
・
神
奈
川
・
埼
玉
・
千
葉
の

           
日
本
共
産
党
組
織
の
委
員
長

（
各
日
本
共
産
党
組
織
が
、
都
県
選
挙
管
理
委
員
会
に
提

出
し
た
政
治
資
金
収
支
報
告
書
よ
り

日
付
は
、
令
和
３
年
３
月
が
ほ
と
ん
ど
）

名
前
以
外
の
情
報
は
、
非
公
表
の
地
区
委
員
長
も
多
い
。

名
前
や
年
齢
が
知
ら
れ
て
い
る
地
区
委
員
長
は
、
選
挙
に

出
馬
し
た
た
め
、
情
報
が
公
開
さ
れ
た
人
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
。
東
京
の
練
馬
地
区
委
員
長
と
豊
島
地
区
委
員
長
が

同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
現
在
も
兼
ね
て
い

る
の
か
ど
う
か
、
調
査
中
で
あ
る
。
年
齢
は
、
推
定
年
齢

で
あ
り
、
正
確
で
は
な
い
場
合
も
あ
る
。

（
詳
細
な
情
報
は
、
近
日
出
版
の
、
電
子
書
籍
「
日
本
共

産
党
組
織
の
地
区
委
員
長
は
ど
ん
な
人
た
ち
』
を
、ぜ
ひ
、

お
読
み
く
だ
さ
い
。

☆
東
京
都
委
員
会

田
辺
良
彦　

５
６
歳

☆
足
立
地
区
委
員
会

柿
崎
幸
俊

☆
荒
川
地
区
委
員
会

鈴
木
賢
一　

５
９
歳　

１
９
６
１
年　

東
京
都
板
橋
区　

１
９
８
０
年　

都
立
文
京
高
校

１
９
８
５
年　

東
京
経
済
大
学
経
済
学
科
卒
業　

１
９
８
５
年　

西
尾
久
の
機
会
メ
ー
カ
ー
に
勤
務　

機

械
製
造
会
社
社
員

１
９
８
９
年　

民
青
同
盟
荒
川
地
区
委
員
長

１
９
９
３
年　

日
本
共
産
党
荒
川
地
区
委
員
会
専
従

２
０
０
９
年　

日
本
共
産
党
荒
川
地
区
委
員
長

家
族　

妻　

１
女
１
男　

趣
味　

ツ
ー
リ
ン
グ
（
自
動
二

輪
）　

☆
板
橋
地
区
委
員
会

須
藤
武
美
（
た
け
よ
し
）　

６
７
歳　

☆
江
戸
川
地
区
委
員
会

須
田
哲
二　

６
４
歳

前
江
戸
川
区
議
会
議
員　

☆
大
田
地
区
委
員
会

山
本
純
平　

４
７

会
社
員　

法
大

☆
北
多
摩
中
部
地
区
委
員
会

小
泉
民
未
嗣　
（
た
み
じ
）　

４
３

☆
北
多
摩
東
部
地
区
委
員
会

松
井
（
い
で
し
げ
）
美
津
子　

1964

年
生
ま
れ
。
６
７

歳清
瀬
第
三
小
学
校
、
武
蔵
村
山
第
二
中
学
校
、
武
蔵
村
山

東
高
等
学
校
、
武
蔵
野
美
術
短
期
大
学
。

1984

年4

月
、
デ
ザ
イ
ン
会
社
に
就
職
。
男
性
の
補
助

的
な
仕
事
ば
か
り
で
ボ
ー
ナ
ス
は3

万
円
。
男
性
社
員

は
徹
夜
や
持
ち
帰
り
仕
事
が
当
た
り
前
で
し
た
。
働
き

が
い
や
展
望
の
も
て
る
職
場
を
つ
く
ろ
う
と
、
職
場
の

仲
間
と
労
働
組
合
づ
く
り
に
奔
走
。
そ
の
意
気
を
見
込
ま

れ
、
党
の
勤
務
員
と
な
り
、
現
在
に
至
り
ま
す
。（
彼
女

のSNS

な
ど
よ
り
転
載
）

☆
北
多
摩
北
部
地
区
委
員
会

金
野
和
則

☆
江
東
地
区
委
員
会
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新
野
正
雄

☆
品
川
地
区
委
員
会

前
田
和
久

☆
渋
谷
地
区
委
員
会

菅
野
茂

☆
新
宿
地
区
委
員
会

中
野
顕

☆
杉
並
地
区
委
員
会

酒
井
文
男

☆
世
田
谷
地
区
委
員
会

尾
中
啓
司

☆
台
東
地
区
委
員
会

秋
間
洋　
（
ひ
ろ
し
）　

区
議
会
議
員　

１
９
５
８
年　

６
３
歳

上
尾
市
出
身　

浦
和
高
校　

早
稲
田
大
学
一
文
卒
業　

☆
立
川
昭
島
地
区
委
員
会

松
村
亮
佑　

り
ょ
う
す
け　

４
１
歳　

☆
調
布
狛
江
府
中
地
区
委
員
会

目
黒
重
夫　

７
２
く
ら
い

☆
葛
飾
地
区
委
員
会

新
井
杉
生　

す
ぎ
お　

６
２
歳　

北
地
区
委
員
会

遠
藤
久

☆
墨
田
地
区
委
員
会

伊
藤
大
気

☆
中
央
地
区
委
員
会

尾
坪
順

☆
千
代
田
地
区
委
員
会

中
村
尚
美

☆
中
野
地
区
委
員
会

亀
井
清

☆
練
馬
地
区
委
員
会

岸
良
信

☆
港
地
区
委
員
会

千
葉
一
成　

６
７
く
ら
い　

宮
城
県
佐
沼
高
卒

☆
南
多
摩
地
区
委
員
会

橋
本
由
美
子　

７
０
歳

１
９
９
１
年
初
当
選　

多
摩
原
水
協
副
理
事
長　

多
摩

住
民
自
治
研
究
所
歯
科
衛
生
士

☆
豊
島
地
区
委
員
会

岸
良
信　

６
６
く
ら
い

民
青
中
央
委　

都
立
大
法
卒　

出
身　

前
橋
市
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☆
西
多
摩
青
梅
地
区
委
員
会

数
野
一　

７
３

☆
八
王
子
地
区
委
員
会

鈴
木
宏
昌

☆
文
京
地
区
委
員
会

長
島
正
人

☆
町
田
地
区
委
員
会

古
橋
良
恭　

６
０
歳
く
ら
い　

和
光
大

演
劇
鑑
賞
団
体
職
員　

赤
旗
町
田
出
張
所
長

☆
武
蔵
野
三
鷹
地
区
委
員
会

平
野
義
尚

１
９
８
６
年
生
ま
れ　

３
５
歳
く
ら
い　

埼
玉　

大
宮

高
校　

東
京
農
工
大
学
農
学
部
卒

☆
目
黒
地
区
委
員
会

宮
本
栄　

６
０
歳
く
ら
い　

法
制
大
卒

☆
神
奈
川
県
委
員
会

田
母
神
悟

出
身
は
福
島
県
で
す
。
郡
山
市
に
あ
る
県
立
安
積
高
校
を

卒
業
後
、
東
北
大
学
に
進
学
、
ち
ょ
う
ど
学
園
紛
争
の

真
っ
た
だ
中
で
、
こ
の
時
に
寮
の
自
治
権
を
守
る
た
た
か

い
の
な
か
で
日
本
共
産
党
に
出
会
い
、2

年
の
時
に
入
党

し
ま
し
た
。

　

卒
業
後
は
川
崎
市
に
あ
る
日
立
造
船
神
奈
川
工
場
に

就
職
、
約4

年
勤
務
し
た
あ
と
退
職
し
て
、
党
川
崎
南

部
地
区
委
員
会
の
常
任
活
動
家
に
な
り
ま
し
た
。
川
崎
で

約17
年
活
動
し
た
あ
と
、
現
在
の
神
奈
川
県
委
員
会
に

勤
務
し
、
い
ま
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。　

　

家
族
は
妻
と1
男1

女
、
子
供
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し

て
い
ま
す
。
川
崎
区
の
大
師
地
域
、
自
然
豊
か
な
多
摩
川

の
そ
ば
に
居
住
し
て
い
ま
す
。　
（
彼
のSNS

よ
り
転
載
）

☆
県
央
地
区
委
員
会

小
林　

久
夫

☆
川
崎
中
部
地
区
委
員
会

佐
川
潤

東
部
南
地
区
委
員
会	

越
谷
市　

八
潮
市　

三
郷
市　

吉
川
市　

草
加
市　

北
葛
飾
郡
松
伏
町

東
部
北
地
区
委
員
会	

行
田
市　

加
須
市　

春
日
部
市　

羽
生
市　

久
喜
市　

蓮
田
市　

幸
手
市　

南
埼
玉
郡
宮

代
町　

白
岡
市　

北
葛
飾
郡
杉
戸
町

西
部
地
区
委
員
会	

川
越
市　

東
松
山
市　

坂
戸
市　

鶴
ヶ
島
市　

入
間
郡
毛
呂
山
町　

入
間
郡
越
生
町　

比

企
郡
滑
川
町　

比
企
郡
嵐
山
町　

比
企
郡
小
川
町　

比

企
郡
川
島
町　

比
企
郡
吉
見
町　

比
企
郡
鳩
山
町　

比

企
郡
と
き
が
わ
町　

秩
父
郡
東
秩
父
村

西
部
東
地
区
委
員
会	

富
士
見
市　

ふ
じ
み
野
市　

朝

霞
市　

志
木
市　

和
光
市　

新
座
市　

入
間
郡
三
芳
町

西
南
地
区
委
員
会	

所
沢
市　

飯
能
市　

狭
山
市　

入
間
市　

日
高
市

南
部
地
区
委
員
会	

川
口
市

蕨
・
戸
田
地
区
委
員
会	

蕨
市　

戸
田
市

さ
い
た
ま
地
区
委
員
会	

さ
い
た
ま
市

中
部
地
区
委
員
会	

上
尾
市　

鴻
巣
市　

桶
川
市　

北
本
市　

北
足
立
郡
伊
奈
町

北
部
地
区
委
員
会	

熊
谷
市　

秩
父
市　

本
庄
市　

深
谷
市　

秩
父
郡
横
瀬
町　

秩
父
郡
皆
野
町　

秩
父
郡

長
瀞
町　

秩
父
郡
小
鹿
野
町　

児
玉
郡
美
里
町　

児
玉

郡
神
川
町　

児
玉
郡
上
里
町　

大
里
郡
寄
居
町
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☆
川
崎
南
部
地
区
委
員
会

中
野
智
裕　

５
６
歳

１
９
８
２
年
東
海
大
学
文
学
部
広
報
学
科
卒
業
。

現
在
党
県
委
員
、
党
川
崎
南
部
地
区
委
員
長
。

☆
川
崎
北
部
地
区
委
員
会

岡
田
政
彦

☆
湘
南
地
区
委
員
会

岡
崎　

裕　

４
３
歳
く
ら
い

２
０
０
０
年
神
奈
川
大
学
経
済
学
部
中
退
。
２
０
０
０

年
４
月
か
ら
㈱
合
同
警
備
、
神
奈
川
民
主
商
工
会
事
務

局
、
建
交
労
神
奈
川
支
部
な
ど
に
勤
務
。
２
０
１
０
年

～
党
神
奈
川
県
委
員
会
勤
務
。
現
在
、
党
県
常
任
委
員
。

２
０
０
３
年
３
月
横
浜
市
議
（
都
筑
区
）、
２
０
１
０
年

７
月
参
議
院
比
例
、
２
０
１
１
年
４
月
神
奈
川
県
議(

鶴

見
区)

、２
０
１
４
年
１
２
月
衆
議
院
比
例
南
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
の
各
選
挙
に
立
候
補
。
趣
味
は
映
画
鑑
賞
、読
書
、サ
ッ

カ
ー
観
戦
。
家
族
は
妻
。
横
浜
市
神
奈
川
区
在
住
。

☆
西
相
地
区
委
員
会

沼
上
常
生　

６
３
歳
く
ら
い　
（
ぬ
ま
か
み
つ
ね
お
）

１
９
７
８
年
３
月
科
学
技
術
学
園
高
等
学
校
（
通
信
制
）

卒
業
。
１
９
７
４
年
～
８
１
年
㈱
荏
原
製
作
所
藤
沢
工
場

勤
務
。
１
９
８
１
年
～
党
湘
南
地
区
委
員
会
勤
務
。
現

在
、
党
県
委
員
、
党
湘
南
地
区
委
員
長
。
２
０
０
０
年
、

２
０
０
５
年
衆
議
院
神
奈
川
１
２
区
、
２
０
１
１
年
神
奈

川
県
議
選（
藤
沢
市
選
挙
区
）に
立
候
補
。
趣
味
は
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
。
家
族
は
妻
、
一
男
。
茅
ヶ
崎
市
在
住
。

☆
北
部
地
区
委
員
会

堀
口　

望　

４
６
歳
く
ら
い

１
９
９
５
年
県
立
藤
沢
北
高
校
卒
業
。
１
９
９
７
年
学
童

保
育
た
ん
け
ん
ク
ラ
ブ
に
勤
務
、
２
０
０
５
年
神
奈
川
県

建
設
連
合
国
民
保
険
組
合
勤
務
。
現
在
、
党
県
委
員
、
党

川
崎
北
部
地
区
副
委
員
長
。
２
０
１
２
年
、
２
０
１
４
年

衆
院
神
奈
川
９
区
に
立
候
補
。
趣
味
は
読
書
、音
楽
鑑
賞
、

楽
器
演
奏
、ド
ラ
イ
ブ
。
家
族
は
妻
、一
女
。
大
和
市
在
住
。

☆
三
浦
半
島
地
区
委
員
会

林
伸
明

☆
横
浜
西
南
地
区
委
員
会

横
山　

征
吾

１
９
９
２
年
東
京
工
業
専
門
学
校
卒
業
。
１
９
９
２
年
～

９
６
年
㈱
ト
ヤ
マ
勤
務
。
１
９
９
８
年
～
党
横
浜
西
南
地

区
委
員
会
勤
務
。
現
在
、
党
県
委
員
、
党
横
浜
西
南
地
区

副
委
員
長
。
２
０
１
２
年
、
２
０
１
４
年
衆
院
神
奈
川
５

区
に
立
候
補
。
趣
味
は
読
書
、
ド
ラ
イ
ブ
、
サ
イ
ク
リ
ン

グ
、
ス
キ
ー
、
キ
ャ
ン
プ
。
横
浜
市
戸
塚
区
在
住
。

☆
横
浜
中
央
地
区
委
員
会

明
石
行
夫　

６
２
歳
く
ら
い

１
９
８
５
年
東
京
都
立
大
学
理
学
部
物
理
学
科
卒
業
。

１
９
８
５
年
４
月
～
８
６
年
３
月
塾
講
師
。
１
９
８
６

年
４
月
～
８
７
年
３
月
日
大
鶴
ケ
丘
高
校
非
常
勤
講
師
。

１
９
８
７
年
３
月
～
２
０
０
３
年
１
２
月
グ
リ
ー
ン
ブ

ル
ー
株
式
会
社
勤
務
。
２
０
０
４
年
～
５
年
㈲
ハ
マ
デ
ジ

タ
ル
勤
務
。
２
０
０
５
年
～
自
営
。
２
０
１
０
年
～
横
浜

南
部
民
主
商
工
会
副
会
長
。
２
０
１
３
年
～
金
沢
区
革
新

懇
代
表
世
話
人
。
２
０
１
５
年
５
月
か
ら
党
横
浜
中
央
地

区
委
員
会
勤
務
。
２
０
１
２
年
、
２
０
１
４
年
衆
院
神
奈

川
１
区
に
立
候
補
。
現
在
、
党
准
県
委
員
、 

党
横
浜
中
央

地
区
副
委
員
長
。
趣
味
は
バ
ン
ド
演
奏
。
横
浜
市
金
沢
区

在
住
。
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横
浜
北
東
地
区
委
員
会

釘
丸
進　

４
８
歳
く
ら
い

１
９
９
７
年
東
海
大
学
政
治
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
業
。

１
９
９
７
年
～
２
０
０
８
年
新
日
本
空
調
株
式
会
社
勤

務
。
２
０
０
８
年
～
日
本
共
産
党
横
浜
北
東
地
区
委
員

会
勤
務
。
現
在
、党
県
委
員
。
党
横
浜
北
東
地
区
委
員
長
。

２
０
１
２
年
衆
議
院
神
奈
川
８
区
に
立
候
補
。
趣
味
は

読
書
。
横
浜
市
鶴
見
区
在
住
。

☆
埼
玉
県
委
員
会

荻
原
初
男

☆
西
南
地
区
委
員
会

神
田
三
春

☆
西
部
地
区
委
員
会

長
沼
チ
ネ

☆
西
部
・
東
地
区
委
員
会

山
本　

浩

☆
さ
い
た
ま
地
区

斉
藤　

功

☆
埼
玉
中
部

山
本
眞
理

☆
埼
玉
東
部
北

赤
岸
雅
治　

６
０
歳
く
ら
い　

山
口
県
岩
国
市
出
身
、
立
命
館
大
学
卒
業
、
学
生
支
部

支
部
長
、
民
青
埼
玉
朝
霞
地
区
委
員
長
な
ど

２
０
０
７
年
か
ら
地
区
委
員
長

☆
埼
玉
東
部
南

苗
村
京
子　

６
２
歳
く
ら
い　

元
三
郷
市
議
、
東
京
都
麹
町
学
園
女
子
高

☆
埼
玉
南
部

須
田
幾
世
志　

６
１
歳
く
ら
い　

川
口
市
長
選
挙
出
馬

の
２
０
０
９
年
当
時
か
ら
地
区
委
員
長

中
部
地
区
委
員
会	

千
葉
市　

市
原
市

西
部
地
区
委
員
会	

船
橋
市　

習
志
野
市　

八
千
代

市市
川
・
浦
安
地
区
委
員
会	

市
川
市　

浦
安
市

松
戸
・
鎌
ヶ
谷
地
区
委
員
会	

松
戸
市　

鎌
ケ
谷
市

東
葛
地
区
委
員
会	

野
田
市　

柏
市　

流
山
市　

我

孫
子
市

印
旛
地
区
委
員
会	

佐
倉
市　

四
街
道
市　

八
街
市　

印
西
市　

白
井
市　

富
里
市　

印
旛
郡
栄
町　

印
旛
郡

酒
々
井
町

北
部
地
区
委
員
会	

成
田
市　

銚
子
市　

香
取
市　

匝
瑳
市　

旭
市　

香
取
郡
神
崎
町　

香
取
郡
多
古
町　

香
取
郡
東
庄
町

東
部
地
区
委
員
会	

茂
原
市　

東
金
市　

勝
浦
市　

い
す
み
市　

山
武
市　

大
網
白
里
市　

山
武
郡
九
十
九

里
町　

山
武
郡
横
芝
光
町　

山
武
郡
芝
山
町　

長
生
郡

一
宮
町　

長
生
郡
睦
沢
町　

長
生
郡
白
子
町　

長
生
郡

長
柄
町　

長
生
郡
長
南
町　

長
生
郡
長
生
村　

夷
隅
郡

大
多
喜
町　

夷
隅
郡
御
宿
町

南
部
地
区
委
員
会	

館
山
市　

木
更
津
市　

鴨
川
市　

君
津
市　

富
津
市　

袖
ヶ
浦
市　

南
房
総
市　

安
房
郡

鋸
南
町
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☆
埼
玉
北
部

小
豆
島　

啓

☆
蕨
戸
田

阿
久
津　

俊
男

☆
千
葉
県

小
倉　

忠
平　

５
９
歳
く
ら
い

２
０
２
０
年
２
月
１
７
日
よ
り
地
区
委
員
長
。
１
４
年
務

め
た
浮
揚
幸
裕
氏
が
健
康
上
な
ど
の
理
由
で
退
任
。

☆
市
川
浦
安
地
区

桜
井
雅
人　

４
６
歳
く
ら
い　

大
谷
大
学
中
退　

市
議
３
期
、
県
議
落
選　

そ
の
後
、
地
区
委
員
長
か
？

１
９
９
８
年
よ
り
市
川
浦
安
勤
務
員

☆
印
旛
地
区

鴨
志
田
安
代　

６
６
歳
く
ら
い　
（
か
も
し
た
や
す
ひ
ろ
）

２
０
１
４
年
時
、
す
で
に
、
地
区
委
員
長　

☆
西
部

椎
葉
寿
幸　

４
６
歳
く
ら
い

２
０
２
０
年
２
月
地
区
委
員
長
就
任

☆
中
部

黒
須
康
代　

６
０
歳
く
ら
い

駒
澤
大
学
卒
業
、
民
青
千
葉
専
従
、
千
葉
市
長
選
挙
出
馬

☆
東
葛
地
区

高
橋
敏
（
さ
と
し
）　

６
４
歳
く
ら
い

工
学
院
大
学
卒
業　

赤
旗
出
張
所
長　

建
設
会
社
員　

☆
東
部

椎
名
史
明　
（
し
い
な
ふ
み
あ
き
）　

６
４　

民
青
同
盟
役
員　

千
葉
大
教
育
学
部

☆
南
部

葛
原
茂　
（
く
ず
は
ら
）　

７
０

製
鉄
会
社
社
員　

青
森
県
弘
前
工
業
高
校　

青
森
県
田

舎
館
村
出
身
（
弘
前
市
の
隣
、
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
で
有
名
）　

川
崎
製
鉄
、
千
葉
製
鉄
所
、
ブ
リ
キ
製
造
ラ
イ
ン
４
３
年

間☆
北
部

笠
原
正
実　

６
７
歳
く
ら
い　

民
青
地
区
委
員
長　

中
学

卒　

銚
子
市

☆
松
戸
・
鎌
ヶ
谷
地
区

横
堀
渉　

写
真
を
見
る
と
白
髪
の
年
配
者

日
本
共
産
党
中
央
機
関
紙
「
赤

旗
日
刊
紙
」
は
、
だ
れ
が
配
達

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

日
本
共
産
党
は
、
機
関
紙
「
赤
旗
」
を
、
毎
朝
配

達
し
て
い
ま
す
。
機
関
紙
と
あ
る
通
り
、
日
本
共
産

党
幹
部
の
論
文
や
、
日
本
共
産
党
活
動
家
向
け
の

ペ
ー
ジ
が
あ
り
、
日
本
共
産
党
や
関
係
が
深
い
団
体

の
動
き
を
伝
え
る
記
事
が
大
き
く
取
り
扱
わ
れ
て
い

ま
す
。
日
本
共
産
党
は
、
株
生
活
者
を
、
働
か
な
い

で
労
働
者
が
生
み
出
し
た
価
値
を
搾
取
し
て
暮
ら
し

て
い
る
人
た
ち
と
批
判
し
て
い
る
の
で
株
価
欄
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

赤
旗
日
刊
紙
は
誰
が
配
達
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？
日
本
共
産
党
の
方
針
で
は
、
党
職
員
、
議
員
、

党
活
動
家
は
、
配
達
を
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る

か
ら
で
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
赤
旗
の
配
達
は
、
毎
朝
、

月
曜
か
ら
土
曜
ま
で
、
４
時
や
５
時
か
ら
始
め
て
、

必
ず
７
時
ま
で
に
終
わ
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重

労
働
で
す
。
党
職
員
や
議
員
が
日
刊
紙
の
配
達
を
す

る
と
、
日
中
の
、
大
切
な
党
活
動
に
差
し
支
え
る
の

で
、
党
職
員
や
議
員
は
日
刊
紙
の
配
達
を
し
て
は
い

け
な
い
と
い
う
方
針
と
な
っ
て
い
ま
す
。ち
な
み
に
、
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日
曜
日
の
配
達
は
、
党
支
部
で
配
達

員
を
手
配
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
特
に
、
日
本
共
産
党
の
協
力
者

の
配
達
員
を
、
休
み
の
日
な
し
で
配

達
さ
せ
る
の
は
、
絶
対
に
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
議
員
や
党
職

員
の
場
合
は
、
休
刊
日
以
外
、
毎
日

配
達
活
動
を
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。

　

配
達
員
は
、
チ
ラ
シ
に
あ
る
よ
う

に
、
一
般
か
ら
も
募
集
し
ま
す
が
、

反
共
産
党
の
人
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
本
共
産
党
に
協
力
的
な
人
か
、
あ

る
い
は
、
た
だ
単
に
お
金
が
欲
し
い

政
治
に
興
味
が
な
い
人
で
す
。

　

赤
旗
購
読
代
金
に
は
、
配
達
者
向

け
の
料
金
が
、
最
初
か
ら
、
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
一
部
で
◎
◎
円
と
い
う

感
じ
で
す
。し
か
し
、そ
れ
だ
け
で
は
、

一
般
か
ら
配
達
員
を
募
集
す
る
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
地
域

の
支
部
が
お
金
を
出
し
た
り
、
地
区

委
員
会
の
担
当
部
署
が
お
金
を
出
し

た
り
し
て
、
そ
こ
そ
こ
の
収
入
と
な

る
ア
ル
バ
イ
ト
と
す
る
わ
け
で
す
。

　

配
達
員
が
集
ま
ら
な
い
と
、
地
域

支
部
で
配
達
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
集
団
配
達
」
と
い
う
も
の
で
す
。
地

域
の
活
動
家
が
、
曜
日
ご
と
に
、
何

人
か
で
手
分
け
し
て
配
達
す
る
と
い

う
も
の
で
す
。
あ
る
い
は
、
支
部
長

が
一
人
で
配
達
し
て
い
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
支
部
に
活
動
家

が
少
な
い
な
ど
、
集
団
配
達
体
制
が

取
れ
ず
、
支
部
で
配
達
で
き
な
い
場

合
は
、
党
職
員
が
配
達
し
ま
す
。
し

か
し
、
党
職
員
は
、
７
時
ま
で
の
配

達
後
、
午
後
の
出
勤
ま
で
仮
眠
時
間

と
な
る
た
め
、
本
来
の
党
活
動
・
任

務
が
で
き
ず
、
好
ま
し
く
な
い
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。
議
員
の
配
達
は
、

最
終
手
段
で
す
。し
か
し
、党
本
部
は
、

議
員
配
達
の
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て
い
て
、

何
が
何
で
も
議
員
に
配
達
さ
せ
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
、
配
達
で
き
な
い
と
、

郵
送
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
日
か
何
日
か
遅
れ
て
、
赤
旗
が
家
の

ポ
ス
ト
に
郵
便
で
届
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

赤
旗
の
配
達
以
外
に
、
党
本
部
や
印
刷
所
か
ら
、
早
朝
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク

で
運
ば
れ
て
き
た
、
赤
旗
の
束
を
、
地
域
の
配
達
拠
点
（
赤
旗
配
達
員
が

取
り
に
行
く
場
所
）
に
、
降
ろ
し
て
い
く
仕
事
も
あ
り
ま
す
。
２
時
ご
ろ
、

３
時
ご
ろ
か
ら
、地
域
全
域
を
、時
に
は
、複
数
台
の
ワ
ゴ
ン
（
雨
の
時
な
ど
、

屋
根
が
な
い
ト
ラ
ッ
ク
だ
と
ぬ
れ
る
の
で
困
る
）
で
配
布
す
る
重
要
な
仕

事
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
な
り
の
お
金
が
も
ら
え
ま
す
が
、
前
夜
か
ら
党
事

務
所
に
泊
ま
り
込
み
な
ど
、
ま
じ
め
な
人
が
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

党
職
員
、
議
員
が
赤
旗
配
達
の
仕
事
を
し
て
も
、                  

そ
の
分
の
お
金
は
も
ら
え
ま
せ
ん
。
活
動
家
の
中
に
は
、
日
本
共
産
党
大

好
き
で
、
お
金
を
も
ら
わ
な
い
人
も
い
ま
す
。
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日
本
は
、
国
際
空
港
（
成
田

空
港
、
羽
田
空
港
国
際
線

タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
）・
航
空

国
際
線
の
維
持
に
力
を
入
れ

る
べ
き

　

日
本
の
進
む
道
研
究
所
の
代
表
の
安
東
幹
さ
ん

は
、
日
本
か
ら
海
外
へ
移
動
す
る
時
に
、
絶
対
に

必
要
で
あ
る
国
際
空
港
・
航
空
国
際
線
の
維
持
の

た
め
に
、
日
本
が
総
力
を
挙
げ
て
力
を
入
れ
る
べ

き
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
ま
す
。
日
本
は
島
国
な
の

で
、
鉄
道
や
車
両
に
よ
り
他
国
へ
移
動
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
貿
易
で
日
本
が
栄
え
る

た
め
に
も
、
国
際
空
港
・
国
際
輸
送
飛
行
機
は
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
日
本
は
、
国
際

空
港
の
維
持
に
向
け
て
直
ち
に
動
く
べ
き
と
考
え

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
危
機
が
長
引
い
て
、
航
空
業
界
、
国
際

空
港
な
ど
が
た
い
へ
ん
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

海
外
へ
の
渡
航
禁
止
、
旅
行
者
の
激
減
、
空
港
利

用
者
の
激
減
な
ど
で
、
飛
行
機
利
用
者
が
激
減
、

海
外
便
は
欠
航
が
続
出
し
、
空
港
は
閑
散
と
し
て

い
る
。
空
港
の
レ
ス
ト
ラ
ン
、
シ
ョ
ッ
プ
は
閉
店

が
相
次
い
で
い
る
。
経
験
豊
か
な
飛
行
機
乗
務
員
、

客
室
乗
務
員
、
整
備
士
そ
の
他
の
ス
タ
ッ
フ
が
出

向
、
転
職
、
退
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
ま
ま
で
は
、
コ
ロ
ナ
危
機
が
克
服
さ
れ
た
時
に
、

航
空
業
界
、
国
際
空
港
な
ど
が
、
直
ち
に
以
前
の

よ
う
に
戻
れ
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
。
経
験
豊

か
な
航
空
業
界
の
社
員
が
、
復
職
な
ど
し
て
そ
ろ

う
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
。
大
問
題
で
あ
る
。

　

日
本
は
、
総
力
を
挙
げ
て
、
国
際
空
港
・
航
空

国
際
線
の
維
持
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。
思
い

切
っ
た
資
金
の
投
入
を
す
る
べ
き
で
あ
る
。
経
験

豊
か
な
ス
タ
ッ
フ
を
引
き
留
め
る
た
め
に
、
財
政

援
助
を
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　　

国
際
空
港
・
航
空
国
際
線
は
、
国
家
が
繫
栄
す

る
た
め
に
重
要
で
あ
る
。
日
本
は
、
国
際
空
港
・

航
空
国
際
線
の
維
持
の
た
め
に
、
取
り
組
む
べ
き

で
あ
る
。

編
集
後
記　

そ
の
１

　

日
本
の
進
む
道
研
究
所
は
、
長
期
的
な
計
画
を

立
て
て
、
国
際
的
な
シ
ン
ク
タ
ン
ク
を
目
指
し
、

着
実
に
前
進
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
遠
く
な
い
将

来
、日
本
を
代
表
す
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
一
つ
に
、

必
ず
や
、
な
っ
て
み
せ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
応
援
し

て
い
た
だ
い
た
方
、
本
当
に
、
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
、
応
援
の
輪
を
広
げ
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
の
進
む
道
研
究
所
は
、
国
際
協
調
を
め
ざ

し
て
お
り
ま
す
。
英
語
に
よ
る
海
外
発
信
、
外
国

や
国
際
機
関
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
目
指

し
ま
す
。
人
類
的
な
視
野
に
立
っ
た
活
動
を
し
て

い
き
ま
す
。

　

安
東
幹
さ
ん
は
、
科
学
的
な
健
康
維
持
を
こ
こ

ろ
が
け
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を

し
て
お
り
ま
す
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
右
手
も
左

手
も
右
足
も
左
足
も
使
う
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
、
運

動
に
は
良
い
で
す
。
右
手
右
足
左
手
左
足
同
じ
よ

う
に
自
由
に
使
え
る
、理
想
の
身
体
が
で
き
ま
す
。

左
手
で
も
投
手
が
で
き
る
よ
う
に
、
左
足
で
も
鋭

い
シ
ュ
ー
ト
が
で
き
る
よ
う
に
、
が
ん
ば
っ
て
ま

す
。
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日
本
共
産
党
に
配
達
証
明
付
き
内
容

証
明
郵
便
を
送
付
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
様　

要
望
・
抗
議
で
す
。

手
紙
の
内
容
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
公
開
し
ま

す
。

安
東
幹
と
申
し
ま
す
。
貴
団
体
に
配
達
証
明

付
内
容
証
明
郵
便
、「
令
和
３
年
５
月
１
２

日
６
３
０
１
３
」「
令
和
３
年
６
月3

日

６
３
２
４
０
」「
令
和
３
年
７
月
２
９
日

６
３
８
４
５
」「
令
和
３
年
８
月
１
６
日

６
４
０
４
５
」「
令
和
３
年
８
月
２
７
日

１
２
４
９
０
１
６
２
４
０
」「
令
和
３
年
１
０
月

１
１
日
１
２
４
９
１
０
８
３
７
４
３
」「
令
和
３

年
１
０
月
２
４
日
１
２
４
９
１
４
３
８
８
６
４
」

を
送
付
し
た
人
物
と
同
一
人
物
で
す
。

安
東
幹
さ
ん
は
、
平
成
元
年
に
、
日
本
共
産
党
中

央
委
員
会
の
指
示
で
、
強
制
的
に
代
々
木
病
院
の

精
神
科
に
連
行
さ
れ
ま
し
た
。
数
年
後
か
ら
、
一

貫
し
て
、
日
本
共
産
党
に
よ
る
精
神
医
療
を
悪
用

し
た
人
権
弾
圧
で
あ
る
と
主
張
し
、
世
界
中
の
さ

ま
ざ
ま
な
団
体
に
告
発
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
そ

れ
に
対
し
て
、
日
本
共
産
党
幹
部
を
は
じ
め
と
し

て
全
国
の
日
本
共
産
党
員
が
、
不
倫
や
盗
撮
な
ど

の
女
性
に
対
す
る
犯
罪
行
為
、
反
社
会
的
行
為
を

安
東
氏
は
犯
し
た
と
か
、
原
理
や
極
左
団
体
の
過

去
が
あ
る
な
ど
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う

な
事
実
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
し
、
安
東
氏
は

認
め
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
警
察
に
通
報
せ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。

安
東
氏
は
、
１
１
月
２
０
日
か
ら
東
京
の
明
治
神

宮
野
球
場
で
開
催
さ
れ
る
、
全
国
の
高
校
・
大
学

野
球
部
が
競
う
大
会
を
観
戦
予
定
で
す
。
ま
た
、

日
本
全
国
で
開
催
さ
れ
るV

リ
ー
グ
（
女
子
）
を
、

観
戦
予
定
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
日
本
共
産
党
関
係

者
が
会
場
内
で
、
安
東
氏
を
追
い
出
せ
と
騒
ぐ
こ

と
が
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
。
野
球
の
観
戦
に
来
る

わ
け
で
も
な
し
、
入
場
チ
ケ
ッ
ト
を
買
う
わ
け

で
も
な
く
、
退
場
を
命
じ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
今
後
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
何
度
も
来
る
の
は
、
慶
應
義
塾
労

働
組
合
関
係
者
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
労
働
争
議
団
関
係
者
で

す
。
野
球
の
ル
ー
ル
が
わ
か
ら
な
く
、
興
味
が
な

く
、
安
東
氏
の
悪
口
ば
か
り
大
声
で
言
う
の
で
あ

れ
ば
、
来
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
労
組
の
小

笠
原
恵
さ
ん
は
、
安
東
が
青
年
に
悪
い
影
響
を
与

え
る
か
ら
退
場
と
騒
ぎ
ま
す
が
、
日
本
共
産
党
を

事
実
に
即
し
て
批
判
す
る
自
由
は
あ
り
ま
す
。
Ｊ

Ａ
Ｌ
労
働
争
議
団
内
田
団
長
は
、
安
東
は
夏
に

コ
ー
ト
を
買
う
な
ど
正
常
で
は
な
い
と
言
っ
て
い

ま
し
た
が
、
安
東
氏
は
エ
キ
ス
ト
ラ
を
し
て
い
る

の
で
、
季
節
と
関
係
が
な
い
衣
装
を
買
う
の
は
当

然
で
す
。
慶
應
義
塾
労
働
組
合
の
小
笠
原
恵
さ
ん

や
金
井
望
さ
ん
は
、
安
東
氏
が
立
ち
入
り
禁
止
区

域
に
入
っ
た
と
か
、
主
張
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

そ
の
よ
う
な
事
実
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
事

実
無
根
の
デ
マ
宣
伝
を
し
な
い
よ
う
ご
指
導
く
だ

さ
い
。

安
東
氏
が
１
０
月
２
９
日
に
福
井
・
京
都
・
大
阪

に
行
っ
た
時
、
日
本
共
産
党
女
性
活
動
家
が
Ｊ
Ｒ

列
車
の
中
で
安
東
氏
を
取
り
調
べ
さ
せ
よ
う
と
し

て
駅
員
に
迷
惑
を
か
け
ま
し
た
。
京
都
で
は
、
日

本
共
産
党
活
動
家
が
府
庁
舎
の
カ
フ
ェ
で
食
事
を

す
る
安
東
氏
を
大
声
で
批
判
し
て
い
ま
し
た
。
安

東
氏
の
子
ど
も
が
通
う
学
校
の
、
日
本
共
産
党
系

の
女
性
教
員
の
名
前
を
勝
手
に
使
う
と
い
う
悪
質

さ
で
す
。
安
東
氏
も
、
世
界
に
、
日
本
共
産
党
の

悪
質
さ
を
告
発
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

東
京
杉
並
区
と
神
奈
川
県
相
模
原
市
な
ど
に
キ
ャ

ン
パ
ス
が
あ
る
女
子
美
術
大
学
の
教
職
員
組
合
、
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東
京
杉
並
区
に
本
部
が
あ
る
堀
之
内
学
園
の
教
職

員
組
合
は
、
安
東
氏
が
来
た
時
、
数
人
で
「
来
る

な
」
と
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
あ
げ
た
り
、
安
東

氏
の
事
実
無
根
の
悪
口
を
言
っ
た
り
し
て
お
り
ま

す
。
東
京
杉
並
区
高
円
寺
南
商
店
街
近
く
に
よ
く

現
れ
る
若
い
女
性
（
野
垣
杉
並
区
議
の
友
人
）
は
、

安
東
氏
が
娘
を
性
的
に
虐
待
し
て
い
る
な
ど
と
言

い
多
大
な
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
す
。
野
垣
区
議
自

身
、
安
東
氏
を
、
盗
撮
で
何
度
も
警
察
に
書
類
送

検
な
ど
さ
れ
た
田
代
ま
さ
し
に
な
ぞ
ら
え
て
い
ま

す
が
、
安
東
氏
は
警
察
の
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と

は
な
く
、
非
常
に
迷
惑
で
す
。
ま
た
、
安
東
氏
が

都
庁
カ
フ
ェ
に
行
く
と
、
日
本
共
産
党
都
議
団
の

メ
ン
バ
ー
が
や
っ
て
き
て
、
安
東
氏
へ
の
事
実
無

根
の
批
判
を
し
ま
す
。
杉
並
共
産
党
員
小
関
け
い

こ
さ
ん
は
、
安
東
氏
の
い
る
と
こ
ろ
に
や
っ
て
き

て
は
、
警
察
に
取
り
調
べ
を
さ
せ
よ
う
と
す
る
な

ど
悪
質
で
す
。
ま
た
、
杉
並
区
松
ノ
木
生
協
診
療

所
の
職
員
で
、
安
東
氏
の
生
活
圏
で
安
東
氏
の
悪

口
を
広
め
る
人
が
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
行
為
は
直

ち
に
や
め
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

安
東
氏
は
、
犯
罪
行
為
な
ど
で
、
警
察
に
呼
び
出

さ
れ
た
こ
と
も
、
取
り
調
べ
を
受
け
た
こ
と
も
あ

り
ま
せ
ん
。
杉
並
地
区
委
員
会
な
ど
が
問
い
合
わ

せ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
警
察
は
忙
し
く
、
迷

惑
す
る
の
で
や
め
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

安
東
氏
は
、
医
学
上
の
精
神
病
に
か
か
っ
た
こ
と

は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。
代
々
木
病
院
以
外
で
精

神
病
の
薬
を
処
方
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
こ
と
は
、
今
、
医
学
検
査
を
受
け
れ
ば
証
明

で
き
ま
す
。
安
東
氏
は
極
左
の
活
動
歴
は
ま
っ
た

く
あ
り
ま
せ
ん
。
自
治
会
や
サ
ー
ク
ル
連
盟
の
幹

部
を
し
た
こ
と
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
中
央

大
学
学
術
連
盟
（
政
治
色
が
ほ
と
ん
ど
な
い
）
に
、

哲
学
会
か
ら
出
席
し
、
幹
部
で
も
部
長
で
も
な
い
、

ま
っ
た
く
活
動
し
て
い
な
い
、
未
公
認
サ
ー
ク
ル

が
学
術
連
盟
へ
の
昇
格
を
申
請
し
た
時
に
検
討
す

る
公
認
問
題
審
議
会
の
担
当
だ
っ
た
だ
け
で
す
。

安
東
氏
は
、
右
翼
団
体
と
の
関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
。

右
翼
団
体
が
安
東
氏
の
と
こ
ろ
に
来
て
、
仲
が
良

い
ふ
り
を
一
方
的
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

右
翼
団
体
が
一
方
的
に
仲
が
良
い
と
宣
伝
し
て
い

る
だ
け
で
す
。
事
実
無
根
の
デ
マ
宣
伝
を
し
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
杉
並
区
高
円
寺

に
は
、
悪
質
な
年
配
の
女
性
党
員
が
い
て
、「
安

東
幹
さ
ん
が
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
参
加
し
て
い
る

の
を
見
た
人
が
い
る
」
と
長
期
間
に
わ
た
っ
て

し
ゃ
べ
り
続
け
て
い
て
、
そ
の
よ
う
な
事
実
が
な

い
と
注
意
し
て
も
や
め
ま
せ
ん
。
安
東
氏
が
近
く

の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
行
く
と
、
そ
の
ま
ま
精
神
病
院

に
連
れ
て
行
け
と
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
押
し
か
け
て
き

て
騒
ぐ
な
ど
、
悪
質
で
す
。
刑
事
告
発
を
考
え
て

い
ま
す
。
日
本
全
国
で
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
て
い
た
日
に
、
安
東
氏
が
ま
っ
た

く
離
れ
た
別
の
場
所
に
い
た
と
す
べ
て
証
明
さ
れ

た
ら
、
彼
女
は
逮
捕
で
す
ね
。

安
東
氏
は
、
暴
力
行
為
を
行
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
正
当
防
衛
な
ど
は
除
き
ま
す
。
杉
並
区
役

所
前
で
、
安
東
幹
氏
が
か
か
わ
る
暴
力
事
件
が
起

き
ま
し
た
が
、
安
東
氏
を
十
人
以
上
の
若
い
男
性

が
暴
力
的
に
取
り
囲
み
手
を
出
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
件
に
つ
い
て
は
、
日
本
共
産
党
員
と
酒
井
ま

さ
え
区
議
が
言
っ
て
い
た
、
針
灸
氏
の
年
配
の
男

性
党
員
が
そ
の
場
に
い
ま
し
た
。
安
東
氏
の
主
張

の
正
し
さ
は
、
彼
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

杉
並
区
役
所
を
は
じ
め
と
し
て
、
日
本
全
国
の
役

所
で
、
安
東
氏
が
行
く
と
、
日
本
共
産
党
員
職
員

な
ど
が
や
っ
て
き
て
、
安
東
氏
の
悪
口
を
言
っ
て

騒
ぐ
と
い
う
事
態
が
続
出
し
て
い
ま
す
。
告
発
せ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

迷
惑
行
為
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
本
人
に
は
、
警
備

会
社
で
働
く
意
思
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
警
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備
会
社
に
安
東
を
雇
え
と
か
、
日
本
オ
ラ
ク
ル
に
安

東
を
雇
え
と
か
電
話
す
る
の
は
や
め
る
よ
う
厳
重
に

指
導
く
だ
さ
い
。
安
東
氏
は
、
日
本
の
進
む
道
研
究

所
設
立
後
、
警
備
会
社
で
働
こ
う
と
考
え
た
こ
と
は

一
回
も
あ
り
ま
せ
ん
。
明
治
乳
業
労
働
争
議
団
に
い

つ
も
参
加
し
て
い
る
女
性
活
動
家
は
、「
副
隊
長
に

な
れ
て
よ
か
っ
た
ね
」
な
ど
と
話
し
か
け
て
き
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
意
味
不
明
で
わ
か
ら
な
い
。
警

察
に
電
話
す
る
の
を
や
め
る
よ
う
厳
重
に
指
導
く
だ

さ
い
。
安
東
氏
は
、
犯
罪
行
為
を
犯
し
た
こ
と
が
な

い
の
に
、
警
察
は
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
と
迷
惑
し

ま
す
。
杉
並
地
区
委
員
会
の
、
酒
井
文
男
地
区
委
員

長
、長
谷
川
氏
（
元
杉
並
幹
部
）、藤
原
淳
一
さ
ん
が
、

杉
並
警
察
に
安
東
氏
を
取
り
調
べ
よ
と
詰
め
寄
っ
て

い
る
の
を
見
ま
し
た
が
、
警
察
に
と
っ
て
も
、
国
民

に
と
っ
て
も
迷
惑
で
す
。

酒
井
ま
さ
え
杉
並
区
議
は
、「
裁
判
に
訴
え
る
」
を

あ
ち
こ
ち
で
連
発
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
単
に
区

議
で
訴
え
る
権
限
は
な
い
の
で
す
か
ら
、
や
め
る
よ

う
厳
重
に
指
導
く
だ
さ
い
。
彼
女
や
、
松
ノ
木
生
協

診
療
所
の
年
配
の
男
性
は
、
警
察
が
ど
う
し
た
こ
う

し
た
言
い
ま
す
が
、
警
察
は
、
日
本
共
産
党
批
判
は

民
事
な
の
で
、
関
係
な
い
で
し
ょ
う
。

やまと新聞を読もう！
安東幹さんが毎号執筆
日本共産党の恐ろしさについて執筆しています！
やまと新聞は、現在、電子版を発行（紙媒体は発行していない）
前身１９３２年（昭和７年）８月創刊の『帝都日日新聞』
国会両院記者会の幹事社
土屋隆之先生編集長
元東京都議会議員、元拓殖大学日本文化研究所客員教授。
著作に、『ストップ偏向平和祈念館』、『こんな偏向教師を許せるか！』など。

編
集
後
記　

そ
の
２

　

日
本
の
進
む
道
研
究
所
は
、
国
際
的
な
発
信
を

続
け
て
い
ま
す
。
在
日
外
国
大
使
館
、
世
界
中
の

メ
デ
ィ
ア
の
日
本
出
張
所
、
国
連
機
関
の
日
本
出

張
所
、
国
際NGO

の
日
本
出
張
所
、
外
国
の
主

要
政
党
の
日
本
事
務
所
な
ど
に
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

発
信
を
続
け
て
い
ま
す
。
安
東
幹
さ
ん
は
、
英
語

で
文
章
を
書
く
の
は
得
意
で
す
。
当
然
、
日
本
共

産
党
の
私
に
対
す
る
精
神
医
療
を
悪
用
し
た
人
権

弾
圧
と
、
私
の
信
用
を
な
く
す
た
め
の
で
っ
ち
あ

げ
に
つ
い
て
も
報
告
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
日
本
共
産
党
の
国
際
部
が
、

対
応
に
追
わ
れ
て
い
る
と
い
う
話
し
も
あ
り
ま
す
。

安
東
幹
さ
ん
は
、
世
界
精
神
医
学
会
、
ア
メ
リ
カ

精
神
医
学
会
、
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
な
ど
の
国
際NGO
、
国
連
人
権
委
員
会
、
精

神
医
療
を
悪
用
し
た
人
権
弾
圧
を
な
く
す
た
め
の

世
界
的
な
組
織
な
ど
に
、
日
本
共
産
党
に
よ
る
私

へ
の
人
権
弾
圧
を
訴
え
続
け
て
き
ま
し
た
。
日
本

共
産
党
国
際
部
も
、
問
い
合
わ
せ
に
対
応
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
れ
も
、
支
援
者
み
な
さ
ま
の
お
か
げ
で
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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　　年間賛助会費　3000 円
　　年間購読費　　2500 円
　　会員　月　5000 円より

日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
追
及
大
作
戦
展
開
中
！

『
安
東
幹
問
題
に
つ
い
て
・
日
本
共
産
党
に
強
制
収
容
所
』

　

大
量
配
布
中　

希
望
者
に
は
電
子
版
を
無
料
で
送
付
し
ま
す　

　

日
本
の
進
む
道
研
究
所
ウ
ェ
ッ
ブ
サ
イ
ト
上
に
も
あ
り
ま
す

日
本
共
産
党
の
で
っ
ち
あ
げ
を
許
す
な
！

日
本
共
産
党
は
非
合
法
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

国
家
・
家
族
・
企
業
を
共
産
主
義
か
ら
守
ろ
う
！

共
産
主
義
は
、
Ⅰ
Ｔ
・
語
学
の
敵

　

コ
ロ
ナ
治
療
薬
と
ワ
ク
チ
ン
開
発
を

        

妨
害
、
今
す
ぐ
非
合
法
化

元
祖
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ　

             

マ
ル
ク
ス　

エ
ン
ゲ
ル
ス

日
本
共
産
党
に
強
制
収
容
所


